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明瀬さんがソロ、デュオ、トリオ、とマリンバの魅力をいくつも違った角度から見せて

くださるなんて…。聴く側からすればこんなに贅沢な、そしてうれしいコンサートはあり

ません。 

せっかくですから、それぞれの聴きどころをワンポイントアドバイスしてみたいと思い

ます。 

 

まずソロについて。 

無伴奏ソロは今日のプログラムにはありませんが、2 本の手に 5 本も６本ものバチを持

って、メロディーはもちろんのこと、ベースから伴奏の和音まで奏きこなしていくのです。

しかも、メロディーラインを奏くバチと、ベースラインのバチの硬さを変えてあったりと、

よく聴くと一見地味なスタイルですが、いろいろな細かい配慮がみられます。 

  

ここに 1 台ピアノが入るとどうでしょう。 

 ピアノとマリンバという組み合わせは、もうすっかり定着したスタイルになっています

が、相性について言えば、中高音域の音質がよく似ているので、『歌とピアノ』や『弦楽

器とピアノ』といった組み合わせほどにはしっくりいっていないように思えます。 

 しかし、伴奏部分をピアノが引き受けてくれるので、マリンバはメロディー楽器として

自由闊達に動き回ることになります。ソロとしての主導権をにぎり、ヴィルトゥオーゾ的

な活躍をする。——マリンバの輝きが一番感じられるのが、この伴奏付きと言えましょう。 

  

そしてマリンバデュオになると…。 

 マリンバのシンプルな音色の良さを失わず、かつソロより自由な雰囲気が漂います。決

して派手ではないけれども、お互いがメロディー楽器としての特性を生かした演奏で、聴

く側はとてもリラックスした状態で受け入れやすいと思います。 

 今日のプログラムでもデュオから始まっていますが、明瀬さんの周到な気配りが感じら

れます。 

 

 さてトリオについてです。 

 中南米のマリンバでは、トリオが一番オーソドックスな形ですが、それぞれのマリンバ

に２～3 人の人が付き、ある人は最高音部、その隣の人はそれより少し低めの高音部、と

いうふうにして、大勢で一緒に奏く習慣があります。一人一人の受け持つ音域はせいぜい

１オクターブくらいなので簡単に奏けて、だから楽しめて、お祭りには欠かせない楽器で

す。 

 今日のマリンバトリオは、少しくらい難しい音符でも平気で奏いてくださる方たちばか

りなので、本場のマリンバトリオより、はるかに複雑な音がしますが、やはり『楽しい』

ことに変わりはありません。 

 小品集の最後の２曲にはピアノも加わってますます賑やかですから、心ゆくまで音楽を

楽しんでいただけると思います。ソロ、デュオ、トリオ、それぞれが魅力的ですが…。あ

なたはどれがお気に召しますか？ 
                    とき 
 最後に、私の作品『RAIN BOX』と『風の時間』について、ちょっとだけ言わせてくだ
さい。 

『RAIN BOX』は 89 年 6 月に、そして『風の時間』は 92 年 11 月に、ともに明瀬さん

の委嘱を受けて書いた作品です。 

『RAIN BOX』とは雨の擬音装置のことを意味する劇場用語です。雨の描写音楽のつもり

は無かったのですが、演奏されるたびに、聴いてくださった方々から「雨のいろんな表情

を思い描きながら聴いた」とよく言われるのです。 

 作曲者の意図とは別に “曲が独り歩きをしているな”と感じるのはこういう時です。 

『風の時間』についても、作曲の基本的な姿勢は同じで、こうして机に向かっている間に

も風が吹き、時は流れ・・・その悠々の流れを私のやり方で切り取って、切り口を提示し

ているだけなのです。 

 あとは『RAIN BOX』同様、うまく“独り歩き”を始めてくれることを願っています。 

 


